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「ちゅらマナーハンドブック」を
制作中！

沖縄県内各地から11校33名の生徒が集
まり、「こどもの人権」について学んだあと、
みんなで話し合い、３か月かけて「ちゅら
マナーハンドブック」を制作します。
工程は下記のとおりです

①  ワークショップ
日本ユニセフ協会が作成したカードを使っ
て子どもの権利条約について学ぶ

②  掲載情報の案出し
グループに分かれて話し合う

③  アイディア発表
各グループのアイディアからテーマを選定

④  レイアウト作成と原稿執筆

⑤写真撮影

高校生問題行動等防止推進事業

沖縄県教育委員会では、高校生の問題行動などについて、
毎年異なるテーマを設定し、高校生が主体的に活動できるよ
う取り組んでいます。
高校生代表のみなさんが、フォーラムの開催やハンドブッ
クや教材用DVDの作成などに取り組みます。
令和６年度は「育成！ボクらの中に宿る人権感覚」をテー
マに取り組みを行っています。

高校生が考える「人権」フォーラム

令和６年10月21日には、高校生や一般参加者約300名が
集まり、「人権」フォーラムを開催しました。
第１部では、NPO法人沖縄青少年自立援助センターちゅ
らゆい代表理事の金城隆一氏による「高校生に知ってほしい
権利とは？」をテーマとした基調講演が行われました。
続く第２部では、高校生代表者の皆さんと有識者によるパ
ネルディスカッションが行われました。登壇者の高校生代表
者からは、偏見や差別により心を痛めた体験や、意見を表明
した際に大人が受け止めてくれなかった経験、子どもが周囲
の大人から過干渉を受けている印象など、高校生の視点から
意見が出されました。
また、有識者からは、若者支援団体・県警察・県高校PTA、
それぞれの視点で意見が出されました。
参加した高校生からは、障害の有無などの互いの違いを認
め合うことの大切さや、高校生自らが主体性を持つことの重
要性を呼びかけるなど、活発な意見が出されました。

高校生が考える「人権」フォーラム

フォーラムの様子（令和６年10月21日）

本事業の進捗状況を、
高校生代表者たちが
インスタグラムで
随時報告しています。
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◀過去の
ハンドブックは
こちらから
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公立学校臨任教職員・非常勤講師

令和７年度の登録はこちらから▶
募集


